




燃料電池は 1840 年ころ、スイスのションバインあるいはイギリスのグローブが発明した、水素と酸素を利用して
電気を作り出すシステムである。我が国では 1930 年代に当時の東工大田丸教授の研究に始まるとされている。この
田丸教授の燃料電池は溶融炭酸塩を電解質とし、燃料として木炭を使うものである。研究が始まって世界で 170 年、
我が国でも 80年が経過している。この長い歴史の中で、昨年 2009 年は我が国の燃料電池開発にとって、エポック
メイキングな年であった。
一つは 100% メタノールを用いる携帯電話充電用の DMFC が、限定販売であるが市販された。これは政府の援助
無くして、市販された貴重な燃料電池であり、技術的には大きな進歩を感じた。1980 年代にうちわで扇ぎながら
DMFC を動かした経験のあるものにとって、パッシブ型できちんと発電することに大いに感銘を受けた。特に、製品
の安全性に留意がされ、IEA の安全基準を達成しているのは、我が国の技術として自慢できるものである。
もう一つは、大規模実証の成果を得て、エネファームのニックネームがある、家庭用燃料電池が市販された。燃料
電池の特徴たる、分散型発電として用い、コージェネレーションとすることで、総合エネルギー効率に関して、従来
型の大規模集中方式に圧倒的な差をつけている。PEFC の大きな特徴である、室温作動に基づき、基本的に１日１回
の始動、停止を繰り返しても、寿命が 10年は確保されている。これからの地球環境保持のための切り札となりうる
発電システムである。
さらに加えるのは、世界の主要な自動車メーカーが、環境対策車としての燃料電池の市販を 2015 年に開始するこ
とを共同で宣言した。本来は競争関係にあるメーカーが統一宣言をしたこと自体、画期的であろう。これは PEFC の
もう一つの特徴である、大きな出力と高いエネルギー変換効率が生かされ、自動車用燃料電池システムとして完成の
域に近づいたといえる。
ようやく燃料電池実用化の端緒が見られた昨年であったが、大きく普及を促すに大きな問題もある。まず考えなく
てはならないのは、コストダウンであろう。環境に優しいシステムであるので、ある程度のコスト高はやむを得ない
と思う。しかし、コストダウンのための取り組みは欠かせない。次期燃料電池に向けての新規材料の開発は必要であ
る。現在の燃料電池ブームの端緒は高いプロトン伝導性を有する固体高分子電解質の発明にあった。材料開発は地道
で、困難なプロセスであるが、新たな材料の開発は大きな発展に結びつくことが多い。特に、低温形燃料電池の宿命
である、脱白金への取り組みは最も大切と考える。
1894 年、まだ内燃機関の自動車が普及する前に、有名な化学者であるオストワルドは「カルノー効率の制限のあ
る内燃機関は将来、重大な環境汚染を起こす。それに比べて燃料電池は環境汚染が無く、高い効率で作動出来るはず。」
と予言した。最近、PEFC の劣化現象の一つである白金触媒の溶解、析出機構の一つであるオストワルド成長のオス
トワルドの言であり、100 年後の技術展開を正確に予言していることを考えると、歴史の重さを感じるところである。
地球レベルでの環境問題を考えると、燃料電池はその解決のための切り札になり得る。または、理論的に考えても、
なるべきであろう。このための燃料電池のさらなる展開が必要である。それには正確な情報の発信は大切であり、こ
れが現在、燃料電池開発情報センターに課せられた一つの大きな課題と考えている。このセンターとしては、今まで
以上に活動を充実させ、会員諸氏とともに、世の中から要望されている燃料電池の着実な進展に寄与をしたいと考え
ている。

Kenichiro Ota
Chairman, Fuel Cell Development Information Center
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